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Abstract
 In late medieval and early Renaissance illuminated prayer books for private 
devotion, representations of Saint Thomas Aquinas appear in two different types of 
prayer: suffrages to Saint Thomas Aquinas, and a prayer said to have been written and 
said daily by Thomas himself, beginning with the words “Concede michi”. The 
iconography of Saint Thomas is basically different in the two sets of prayers, although 
a number of image－subjects interchange. The images in the suffrages, predominantly 
depicting a standing Thomas reading a book, function as traditional Andachtsbilder, 
and can, with important modifications, be traced back to earlier panel painting. By 
contrast, illustrations for the prayer “Concede michi” stand out for their diversity. 
Although too simplistic a conclusion should be avoided, and further research is 
necessary to know their precise function, the author posits that they evoke to the 
reader/prayer of the prayer book the author of the text, Saint Thomas Aquinas, and his 

















　本稿では、 2009 年度以来執筆者が行ってきたトマス ･ アクィナス図像研究の新たな課題とし
































して二つの祈祷文に付随して描かれる。すなわち、1 ）聖トマス・アクィナスへの聖人請願と 2 ）
聖トマス ･ アクィナスが作詞したと伝えられる “ Concede michi, misericors Deus,... ”（「我に憐み
を授け給え、神よ、…」）と始まる主への祈願文（以下、“ Concede michi ” と略称）である。
　知られているとおり、聖人請願とは個人が特に崇敬する複数の聖人を選択して、各聖人に神へ
のとりなしのために祈願を行うものであり 2 ）、 時祷書では定時の聖務日課や悔悛詩篇などに続き
写本の後半に配置されることが多い。これに対して、祈願文は、聖母に捧げる二つの代表的な祈
祷文 “ Obsecro te ” と “ O intemerata ” を除くと（ Wieck, 1988, pp.94－96 ）、 その多様性にもか
かわらずルロケの時代以来あまり研究が進んでいない領域であるが（ Wieck, op.cit., pp.103－110 ）、
写本における配置は祈祷文の重要度に呼応する傾向が認められる一方、複数の祈祷文が一括して
巻末に配置されることも多い 3 ）。
　聖トマス ･ アクィナスの図像系統を鑑みると、後述するように上記の 2 種のテクスト双方に同










　時祷書をめぐる先行研究は膨大だが 4 ）、 個別的なカタログ的・総合的な論考のほかに四つの傾
向を指摘しておく必要があろう。第一は、特定の写本を取り上げながらも、彩飾画家とその画業
の解明を目的とするものである。様式分析が考察の柱の一つであることは間違いないが、工房集
団から単独の画家までを、ミースがトレンドと命名した広い意味で様式を共有する（ Meiss, 1968 ）、
時祷書等の定型化した図像系統や特定の図像モデルの採用から特定画家のレパートリーを同定し


















期待したのか 11 ）。祈祷書類の機能を考慮したイメージ研究は 1990 年代以降に盛んになってきた。
従来から注目されてきた紋章や所有者の肖像に加え、祈祷文中の人名や所有代名詞、彩飾頭文字
や欄外余白装飾等の二次装飾における風俗的な主題やグロテスク等に、祈祷者の理想化された自
己像（ Orth, 1980 ; Bennett, 1996 ）、祈祷者への役割期待を読み取るものが挙げられる（ Caviness, 
1993; Holladay, 1994 ）。また、技巧を凝らした欄外装飾の研究も従来から活発であるが、装飾モ
ティーフの分類、新たなモティーフの登場の歴史的背景といった図像学的な主題に加え、記憶術
の手段としての機能（ Carruthers, 1990 ）、あるいは巡礼バッジなどの祈祷書外部の宗教行為の要
素を追加した例と祈祷行為との関係の考察等（ Büttner, 2004; Rudy, 2011 ）、私的祈祷書類への読
者の種々の積極的な関与を問題とする研究が注目される（ Reinburg, 2012 ）。
3 ．聖人請願と聖トマス ･ アクィナス図像
　トマス・アクィナスに限らず、聖人請願を掲載する写本の大部分は時祷書である。聖人請願は
4 種の祈祷文、すなわち交唱、先唱、答唱、祈願により構成される（ Wieck, 1988, p.165 ）。これ
らのテクストは、大抵の場合は 1 頁の収まる長さであり、原則として聖人祝日の聖務日課より抜
粋されたものである。しかし、トマス ･ アクィナス図像を伴う彩飾写本の作例では、その原典が





成立とほぼ同時期の 1340 年以降と考えられるのに対して（ Kuroiwa, 2013 ）、 私的祈祷書類への













ジャートン時祷書（ルネ王の時祷書）』である（附録 I－a, no.9 ）。同写本は、1442 年から 1443 年
頃にバルテルミ・デックにより加筆がされたことが知られているが 12 ）、 1410 年頃に 4 人の彩飾
画家または工房によって制作された部分のうち、エジャートンの画家・工房によって制作された
聖人請願の彩飾の中にトマス・アクィナス半身像が含まれる（図 1 ）。2 列のテクスト・コラムか




　ついで、現在ベルギー王立図書館が所蔵するパリ使用式の時祷書・詩篇集は（附録 I－a, no.8 ）、
1410 年から 1420 年の間にパリで制作されたと考えられ、1467－1469 年、1485－1487 年に編纂さ
れたブルゴーニュ公の財産目録に記載が確認される（Bousmann, Van Hoorebeecke, 2000, p.149）。
12 の判型の小さな挿絵が聖母の小聖務日課の他中核的な時課を装飾するが、そのほかの彩飾はシ
ャンピ頭文字、繊条装飾頭文字等の二次装飾に限定される（ Bousmann, Van Hoorebeecke, 2000, 
p.150 ）。19 人の聖人に対する請願にトマス・アクィナスが加わっている。この写本の調査と分析
は今後の課題である。
　15 世紀中葉、1440 年代から 1460 年頃には、パリならびにネーデルラント南部で複数の写本が
制作されている。まず、 パリで 1450 年頃に制作されたパリ使用式の『グーイの時祷書』は（附
録 I－a, no.3 ）、 以前はベッドフォード・トレンドに位置づけられ、 最近聖ステファノの画家への
帰属が提唱されている画家の様式とともに、 デュノワの画家様式の彩飾がなされている（ Avril, 
Reynaud,1993, p.24 ）。当写本の f.237v には、 礼拝堂のような室内で執筆をする聖トマス・アク
ィナスが描かれている。画面左寄りに書見台型の机に向かってペンを執る四分の三観面の聖人の
座像が、画面右には白布を掛けた祭壇がおかれている。
　同じくパリで 15 世紀の後半に、 アカンサス文で構成される欄外装飾と、 ジャン・ブルディシ
ョンの影響を受けつつ稚拙な様式を有する画家によって、ローマ使用式時祷書が制作されている














　つぎに、『サヴォワ公ルイ 1 世の時祷書』は、15 世紀中葉ないし後半に、おそらくサヴォワ領
で制作されたと推測される（附録 I－a, no.5 ）。2 名のフランドル様式に分類される彩飾画家によっ
て彩飾された（ Avril, Reynaud, 1993, p.208, no.114 ）。F.174v には、その画家の 1 人によって、ア




る。挿絵の左右は、 各々 3 コマに分割され、『聖トマス・アクィナス伝』を典拠とするトマスの
生涯の 6 場面が描かれている。左側 3 コマには、〈ドミニコ会に入会するトマス〉、〈座敷牢に送
り込まれた娼婦を追い払うトマス〉、〈 2 人の天使に貞操帯を装着されるトマス〉という、若年期
におけるトマスのドミニコ会入会の決意の堅さとそれに反対する家族との葛藤の逸話が描かれて





がグリザイユで彩飾したのが『フィリップ善良公の時祷書』である（附録 I－a, no.2 ）15 ）。同時祷
書には、聖トマス・アクィナスへの請願とともに、次節で見るようにトマスが作詞したと伝えら





祷書』である（附録 I－a, no.4 ）。同写本には後述するように、トマス・アクィナス作祈願文 “ Concede 
michi ” も掲載するが、f.149v には、野外の渓谷に立つ十字架に跪拝するトマスに向かって磔刑像
が右手を伸ばしその業績を労っている奇跡の場面が描かれている（ Leroquais, 1927, I, p.79 ）。
　最後の作例は 1500 年から 1505 年頃に、トゥール派を代表するジャン・ブルディションが、ア























4 ．伝トマス ･ アクィナス作祈願文 “ Concede michi ”
　トマス・アクィナスが作詞したとの伝承がある祈願文の中でも、“ Concede michi ” は後述のと
おりトマスが日常唱えたものとして知られる。約 300 語の祈願文は、写本では約 2 頁から 6 頁に
わたって記載される。その全文は、末尾の附録 II－b に掲載した。
　この祈願文については、 ドイルがイギリスで 15 世紀前半に筆写されたテクストならびに俗語
訳の校訂を行ったほか、最近スコット＝ストークスが女王メアリ 1 世の祈祷書に記載されている
祈願として考察している以外は、 研究がほとんどなされていない（ Doyle, 1949; Scott－Stokes, 
2006, pp.139－140 ）。唯一、 その由来を示唆するのは、 グリエルモ・ディ・トッコが教皇ウルバ
ヌス 6 世の命によりトマスの列聖審査に際して 1318 年から 1323 年の間に編んだ『聖トマス・ア
クィナス伝』である。ル・ブラン＝グワンヴィクによる同伝記の校訂版（ Le Brun－Gouanvic, 1996 ）
ならびに同伝記の第四・最終執筆段階のテクストに基づくフランス語訳では、伝記前半部分の第
29 章の末尾に “ Concede michi ” 全文が記載されている。なお、四段階にわたり執筆が進められ
た『聖トマス ･ アクィナス伝』の最終段階に祈祷文 “ Concede michi ” が加筆された（ Le Brun－
Gouanvic, 2005, pp.78－79 ）。
　“ Concede michi ” とトマス・アクィナスの関わりについて、グリエルモ作『聖トマス ･ アクィ
ナス伝』に基づいて整理しておく。同伝記は、 前半「生涯」編に 70 章、 後半「奇跡」編に 146
節を収録する、 列聖審査書に基づく聖人伝の形式を踏まえている。前半「生涯」編の第 29 章か
ら 34 章において、 あらゆる徳を備えたトマス・アクィナスの敬虔すなわち、 日常の熱心な祈願
（第 29 章）、その結果としての深い学識（第 30－32 章）、身体の浮揚の奇跡（第 33 章）、祭壇前の





の文中には、折々にトマスが “ Concede michi ” を唱えていたとは具体的に書かれてはいない。
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　以上からは、二点が指摘されよう。まず、“ Concede michi ” が実際にトマス ･ アクィナス自身
が作者だということは確実視できないという点である。上述の第 29 章では、 “ Concede michi ”
の記載に先立ち「我らが信心深き博士（トマス）が作詞なされたと伝えられている祈祷文は下に
続くとおりである（下線は筆者）」と述べられていることは、グリエルモが伝聞に頼っていること
を示唆する。現存写本において “ Concede michi ” の記載が確認されるのは 14 世紀以降である
（ Wilmart, 1971（ 1932 ））。現存する私的祈祷書類でも、 “ Concede michi ” の掲載が確認される
最古例は後述するように　『ベリー公の小さき時祷書』である（図 6 ）。しかし、第二点としてよ
り重要だと考えられるのは “ Concede michi ” の作者がトマスであることが確実ではないにせよ、
中世末以来、グリエルモの聖人伝を筆頭として同祈祷文がトマス ･ アクィナス作であるとして受
容されたことである。
　目下確認しえた写本数は 28 点である（附録 II－a ）。特徴的なのは、写本ごとに表記が異なるが、
その大部分が赤色標題において祈祷文がトマス・アクィナス作であることを明記している点であ
る。グリエルモ・ディ・トッコの『聖トマス・アクィナス伝』がどの程度俗人の間にまで知られ
ていたのかを知る直接の手がかりは乏しいが、赤色標題からは聖人伝の第 29 章と第 34 章を典拠
とする聖トマス ･ アクィナス伝の逸話が知られていたことが窺える。
　以下に、“ Concede michi ” を掲載する写本における彩飾について、前節に倣って最古の作例か
ら可能な限り地域別に概観する。
　確認された “ Concede michi ” を掲載する私的祈祷書類は、 附録 II－a に掲載した。上述のとお
り現存する最古の作例は、『ベリー公の小さき時祷書』である（附録 II－a, no.6 ）。ベリー公ジャン
が複数所有した豪華彩飾時祷書の例に漏れず、同時祷書は、通例は時祷書には含まれない多くの
祈祷文を掲載する比較的複雑な内容を有することによって知られる（ Avril, 1989 ）。これは、長兄
シャルル 5 世が『ブランシュ・ド・サヴォワの時祷書』に加えた後補に影響されたものであるこ
とが指摘されている（ Van Buren, 1994－96, pp.262－263 ）。『ブランシュ・ド・サヴォワの時祷書』
の大部分が 1904 年に焼失したために、“ Concede michi ” もまたシャルル 5 世に倣ってベリー公
によって時祷書に加えられたのかは判然としない。しかし、後述するように 14 世紀末から 15 世




















　1378 年から 1383 年の間に対立教皇クレメンス 7 世のためにジャン・ド・トゥルーズの彩飾に
よりアヴィニョンで制作されたのが『クレメンス 7 世の祈祷文集』である（附録 II－a, no.1 ）17 ）。








『フィリップ豪胆公の祈祷文集』が制作された（附録 II－a, no.25 ）。加えて 14 世紀フランスでは、
金彩装飾頭文字と棒状装飾によって彩飾された女性信徒のためのフランス語とラテン語の祈祷文
集 2 冊の中に、“ Concede michi ” が含まれている（附録 II－a, nos.17,18 ）。
　続いて 15 世紀に制作された図像を含まない作例を挙げる。ボルティモアに所蔵される『時祷
書』は、15 世紀初頭にフランドルないしアルトワで制作されたと推定される（附録 II－a, no.26 ）。
フランス国立図書館所蔵の『オルレアン公シャルルの祈祷文集』は、アザンクールの戦後、同公
が捕囚先のイギリスで注文した写本である（附録 II－a, no.19 ）。ケンタッキー州立大学図書館所蔵
の『フィリッポ = マリア・ヴィスコンティの時祷書』は、 イタリア北部で 15 世紀初頭に制作さ
れた（附録 II－a, no.11 ）（図 9 ）18 ）。1430 年から 1450 年頃にはネーデルラントで『マルグリット・
ド・クルーィの祈祷文集』が制作された（附録 II－a, no.14 ）19 ）。『ローマ使用式（フランチェスコ
会）時祷書』は、15 世紀前半にグッビオで制作されたと推定される。続いて、『リモージュ使用
式時祷書』は、 1449 年に制作された（附録 II－a, no.21 ）20 ）。ヴィクトリア・アンド・アルバート
美術館所蔵の『サルティング（マルミヨン）時祷書』は、シモン・マルミヨンの他に、ヴィレム・
フレラン、フィッツウィリアム 268 番写本の画家、ドレスデン祈祷書の画家らが彩飾したことで
名高い（附録 II－a, no.28 ）21 ）。当写本では “ Concede michi ” の彩飾に図像は伴わないと考えられ
る（ Watson, 2011, t.I, pp.400－411, cat.no.72 ）。最後にシカゴ大学附属ニューベリ図書館が所蔵
する『アンヌ・ド・ブルターニュの祈祷文集』は、1499 年頃にフィレンツェで制作された（附録
II－a, no.16 ）22 ）。
　ここまで挙げた作例の特徴は、注文主が明らかなフランス、ネーデルラント、イタリア北部の
貴顕が所有した写本が際立つということである。その他に、 ドミニコ会（附録 II－a, nos.22, 23 ）
やそのほかの修道院や大学と関連すると考えられる写本が数えられる（附録 II－a, nos.15, 18, 24 ）。
　あらためて図像を伴う作例に戻ろう。15 世紀に入って制作された写本は、8 点である。制作地
は、ネーデルラントが 3 点、イタリア、スペインが 2 点ずつ、フランス西部が 1 点である。以下
に地域別に列挙する。





る（ Marrow, 1996 ）。1904 年にトリノ国立・大学附属図書館の火災の際に焼失したこの写本につ
いては、1902 年に撮影された挿絵部分のみの白黒写真から、主としてフーベルト、ヤンのファン
= エイク兄弟ならびに工房の関与の問題を中心として研究が進められてきた（ Châtelet, 1993 な
らびに Van Buren, 1994－96 に研究史）。同写本の f.72 には、ページ上部三分の二サイズの挿絵と
バ・ド・パージュを備えた、ベリー公の時代に構成されたレイアウトを踏襲して “ Concede michi ” 
が記載されている（図 10 ）。白黒の複製図版には赤色標題の記載は認められない。大型の挿絵を
備えたレイアウトは祈願文では珍しいが、『トリノ時祷書』の原型である分割前の『いとも美しき
聖母時祷書』が、『ベリー公の小さき時祷書』（附録 II－a, no.6 ） の構成を踏襲していることが知ら
れているとおり（ Van Buren, 1994－96, pp.262－263, 267 ）、14 世紀後半の段階においてこの祈祷
文の彩飾をさらに発展させる意図はあったものと推定される。しかし、大型挿絵はファン・エイ
ク様式の通称ジャン・シュヴローの画家によって、ヤン・ファン＝エイク作《書斎の聖ヒエロニ
ムス》の構図を借用して描かれていることが指摘されている（ Châtelet, 1993, Van Buren, 1994－
96, p.333 ）。その下の図像入り彩飾頭文字 C ならびにバ・ド・パージュの彩飾は通称福者の画家











トッコ作『聖トマス・アクィナス伝』第 29 章から第 34 章、特に聖人の執筆活動について記述す























　大型挿絵が、グリエルモの聖人伝の中で祈願文 “ Concede michi ” が記載された第 29 章に続く
第 30 章から第 34 章に基づくことは、“ Concede michi ” を聖トマス・アクィナスの事績に結び付




　次の作例は、1436 年から 1443 年頃にバレンシアを代表する彩飾画家レオナルド・クレスピに
より彩飾された『アラゴン王アルフォンソ 5 世の時祷書』である（附録 II－a, no.9 ）24 ）。同時祷書










公ピエール 2 世の時祷書』の f.26 は（図 12 ）、ブルターニュ公の紋章を多数配した欄外余白につ
いて先行研究があるが（ Avril, Reynaud, 1993, p.175 ）、半円アーチ枠の大型挿絵と金彩装飾頭文
字 C に囲まれた 3 行のテクストが、“ Concede michi ” の冒頭にあたることにはこれまで全く注目
されて来なかった。大型挿絵には、聖堂内の祭室の入口と思しき場所に設置された緑色の天蓋の
下に跪くブルターニュ公ピエール 2 世が祭室奥、上方に出現する神に向かって祈る様子が描かれ
ている。垂れ幕が左右に下がる天蓋の位置、 側面から捉えられた跪拝するピエール 2 世の姿勢、
彼の前に置かれた祈祷書が載る黄褐色の布に覆われた小机、祭室奥上方に上半身を顕わす神など
の配置は、15 世紀前半にはパリの写本彩飾において定型化された構図に従っている。特に『ベリ
ー公の小さき時祷書』（ ff.106v, 119, 119v, 121v ）において、ミサの場面と構図をほぼ同一とする
聖堂内で神に向かって祈るベリー公の姿が（ Purtle, 1990－91 ）、 パリの主要な彩飾写本画家・工
房の図像モデルとなってブルターニュに到来した可能性が推測される。
　15 世紀後半のフランスで制作された写本がプラハ国立図書館に所蔵されている（図 13 ）。ジャ
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ン・ロラン 2 世の画家の様式で描かれた、4 行高のほぼ方形の挿絵は、レイアウトから判断する
と図像入り彩飾頭文字 C が描かれる予定だったと考えられる（右上隅に三日月のように見える頭
文字 C が書きこまれている）。教皇の三重冠を被った父なる神が、 左手に十字架のついた宝珠を
持ち、祝福をする半身像が蒼穹を背にして立っている。
　ネーデルラントで制作された図像を伴う作例は 3 点である。まず、前節でも取り扱った『フィ
リップ善良公の時祷書』の f.18 には、フランス語の赤色標題を伴って、7 行の高さとテクスト・
コラムの半分よりわずかに大きな幅の矩形の挿絵が描かれている（図 14 ）。その主題は、明らか
に《キリストの洗礼》である。“ Concede michi ” に先行するのは、父への祈願、子への祈願、聖
霊への祈願、三位一体への祈願であり、続くのは聖バルバラへの祈願で、いずれも規範的な図像








属を示唆するが（ Kren, McKendrick, 2003, pp.169－173, no.32 ）、聖トマス・アクィナス像を描い
た画家に一致する他の作例は確認に至っていない 25 ）。
　3 点目の作品は、 15 世紀末から 16 世紀初頭にゲントまたはブリュージュで制作された『フア




動植物モティーフの象徴的な意味をひとまず措くとして注目されるのは 2 ページ目にあたる f.156v
の下部欄外余白に描かれた、三方を糸で縫いとめられた巡礼バッジである（図 17 ）。
　最後に、イタリアで制作された写本を取り上げる。2 点の写本が確認された。まず、『チェチリ
ア・ゴンツァーガの時祷書』は、恐らくミラノで 1470 年頃に制作されたと考えられる（附録 II－
a, no.2 ）27 ）。Fol.129 に、星を散らした背地に書物を携えた聖トマス・アクィナスの側面観の胸像
が、図像入り彩飾頭文字 C に描かれている（図 18 ）。ついで『ウォリック公ヘンリ・オヴ・ボー
シャンの詩篇・時祷書』は、 イギリスで 15 世紀中葉に制作された後、 1482 年頃フェラーラで





















　第 3 節ならびに第 4 節では、祈祷文別に聖トマス・アクィナス図像あるいはその他の図像を概
観した。この節では、テクストすなわち祈祷文とイメージの関わり、特に後者の祈祷行為におい
て占める機能性について考察することにしたい。
　請願文または祈願文 “ Concede michi ” の 2 種の祈祷文テクストとイメージの関係を考察する
際、後者の機能が問題となる。
　まず、聖トマス・アクィナスの立像を描く写本を挙げると、『サヴォワ公ルイ 1 世の時祷書』（図
3 ）、『アラゴン王フレデリコ 3 世の時祷書』（図 5 ）、『カテリナ・ファン・クレーフェの時祷書』
（図 2 ）、『ウォリック公ヘンリ・オヴ・ボーシャンの時祷書（フェラーラ後補）』（図 19 ）、『フィ








連画左翼である 29 ）。以後、立像が確認できるのは約 1 世紀後のフラ・アンジェリコまで間が空く
が、その間トマスの半身像 30 ）、座像が確認される 31 ）。これらイタリア絵画に共通するのは、トマ
スが持つ書物が観者に向けて垂直に立てて見開き両ページの字面を提示していることで、イタリ
アの写本彩飾でもトマスの著書や祝日の聖務日課を彩飾する頭文字でよく認められる（ Kuroiwa, 
2012, 2013 ）。したがって、 フランスならびにネーデルラントの私的祈祷書類の彩飾におけるト
マスの立像類型は、イタリアとは別個の図像伝統に基づくと推定することが可能である。
　胸元で開いた書物に目を落とす、北方的な聖トマス・アクィナス立像の早期の作例が存在した



















公の小さき時祷書』（図 6 ）、『ブルターニュ公ピエール 2 世の時祷書』（図 12 ）、『アラゴン王アル
フォンソ 5 世の時祷書』（図 11 ）、『対抗教皇クレメンス 7 世の祈祷文集』（図 7 ）である。これら






にベリー公をとりなしていると記述している（ Avril, 1989, p.288 ）。祈祷するベリー公と神の間を
トマスが仲介しているのは違いないが、ベリー公がトマスに対して祈祷を捧げているわけではな
いので、この挿絵でトマスがとりなしをしていると解釈するのは不正確である。赤色標題では祈




彼の聴罪司祭の判断が関与していると考えられる。以上が示すのは、“ Concede michi ” が、トマ
ス・アクィナスが日常的に唱えていた祈祷文だったことがベリー公には周知の事柄だっただろう
ということである。こうした点から、 挿絵はトマスがベリー公に対して “ Concede michi ” をど
のように唱えるべきなのかを身をもって教えている場面を描いている、換言すれば、ベリー公に
対して自らを模倣するよう促していると解釈できるのではないだろうか。





















公ピエール 2 世の時祷書』の挿絵である（図 12 ）。この挿絵が、 神へ “ Concede michi ” を介し
て相対する祈祷者ピエール 2 世の姿を単に慣例的に描いたものであるという捉え方も正統である。
しかし、本図の構図はベリー公ジャンの複数の時祷書にも見られる祈祷者像のものと似ているこ
とや、 ブルターニュ地方が 15 世紀中葉以降、 百年戦争の戦禍により写本彩飾が下火となったパ
リに代わり彩飾が活発となる地域の一つであり、パリの影響を受けて固有の画家が活動した歴史
があること（König 1982, 1991; Avril, Reynaud 1993, pp.175－179）、この挿絵を意図的に” Concede 
michi ” に添えていることを配慮すると、何らかの形でベリー公の写本等の影響を受けた可能性が
ないとは言い切れない。また、第 3 節のとおり同写本が掲載する聖トマス・アクィナスへの請願
の挿絵は、 グリエルモ作聖トマス伝の第 34 章の磔刑像の奇跡の場面である。同図の聖堂の屋内
の描写がブルターニュ公のいる聖堂と似通っていることは、単に同一画家によるモデル図の機械
的な再現に帰すべきではなく、意図的に両者を類似させたものと捉えるべきだろう。図像の類似
と対関係は、 ピエール 2 世も彩飾画家も “ Concede michi ” の由来を承知していたことを示唆す
る。
　続いて検討するのは、聖体と聖杯を持物とする聖トマス・アクィナス像である。聖体と聖杯を
持った聖トマス・アクィナス像が登場するのは、15 世紀中葉になってからである（図 3,10,15 ）。
『サヴォワ公ルイ 1 世の時祷書』のみが聖人請願の挿絵である（図 3 ）。中心に聖人の立像、左右
に複数のコマに分割された聖人伝の諸場面から構成される画面は、13 世紀イタリアの板絵聖人像
の形式を想起させる 32 ）。この写本の制作地ははっきりしないが、上述のように 2 人のフランドル
様式の彩飾画家が彩飾した（ Avril, Reynaud,1993, no.114 ）。
　残る聖体と聖杯を持つトマス像は、3 点中 2 点がフランドルで制作された。『トリノ時祷書』は、
上述のとおり彩飾頭文字 C に福者の画家により聖体と聖杯を持つトマスの立像が描かれている。
福者の画家が彩飾に参加したのは、同写本の複数の彩飾段階の第 6 段階のことであり（ Van Buren, 
1996, p.363 ）、 およそ 1450 年頃のこととなる。ハーヴァード大学所蔵の『エマーソン＝ホワイ
ト時祷書』は、15 世紀末から 16 世紀初頭のゲント＝ブリュージュ派を代表する 2 巻本のミサ典
書・時祷書である（ Kren, McKendrick, 2003, pp.169－173 ）。
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　残る 1 点は、すでに第 3 節において紹介したとおりフランスで制作されたローマ使用式時祷書
に掲載されるトマス・アクィナスへの請願の挿絵である。挿絵画家は、 様式的には 15 世紀の中
葉の特徴を見せているが、他の作例が確認されていないため、詳細な活動地、活動期間について
は不明である。画中のトマスの頭巾は、フランドルの写本挿絵で広くみられる。胸元に太い金鎖





周知のように、聖体の祝日の典礼を作成したのはトマスである（ Gy, 1980; Rubin,2009 ）。聖体の
祝日は、13 世紀のリエージュの修道女モン＝コルニヨンの福者ジュリエンヌの功績により（ Haquin, 











































緻な彩飾で知られる作例である（ Morrison 2003 ）。しかし、本時祷書では、“ Concede michi ” を
彩飾するのは余白の動植物文である。祈願文が掲載される 3 葉、6 頁のうち、2 頁目にあたる f.156v
の下部余白に、巡礼バッジが縫い付けられていることが注目される。巡礼バッジは真鍮製を再現
するのか黄褐色を呈し、 聖母子の半身像が彫金で表されている。巡礼バッジの研究は、 フラン
ス 35 ）、イギリス 36 ）、ドイツ 37 ）、特にベルギーにおいて近年隆盛をみているが 38 ）、『フアナ 1 世の
時祷書』 f.156v に描かれている巡礼バッジに一致するバッジを確認するに至っていない 39 ）。
“ Concede michi ” を掲載する 6 頁の写実的な動植物モティーフに増して騙し絵的なイリュージョ
ニズムの性格が強いこの巡礼バッジが、彩飾画家の技量を誇示する機会だったことは間違いない。
巡礼バッジが描かれているのは写本中、 ff.5340 ）、 53v41 ）、 5442 ）、 57v43 ）、 61v44 ）、 18445 ）、 184v46 ）、
234v47 ）、248v48 ）、34449 ）、344v50 ）、39551 ）、395v52 ）、41253 ）の 14 か所である。これらの巡礼バッジ
が単なる装身具として描かれているとは考え難いが、 祈願文 “ Concede michi ” とバッジに表さ
れている聖母子像の間の連関など、当写本における巡礼バッジ図像の解釈は今後の課題である。
　15 世紀後半以降のネーデルラントにおける、私的祈祷書類に実物の巡礼バッジを縫い付けたり
（ Bruna, 1998 ）、 別紙に描かれた磔刑図や聖体を貼付したりしたうえで行う祈祷、 接吻、 手指に
よる接触等についてルディらによる論考がある 54 ）。先行研究として、巻末の 1 頁いっぱいに複数
のバッジをまとめて縫い付けている例や、ブルゴーニュ公フィリップ豪胆公の時祷書の聖母子像



























（本研究は、JSPS 科研費 25370139 の助成を受けたものです。）
注
 1 ） ここで言う「私的」とは、通常「プライベートな」と同義である。しかし、この語の持つ近代
的な意味での公の対義としての私としての語義を避けるために、Schmidt, 2005, pp.81－82 では、
「パーソナルな」という形容辞の使用を提唱している。
 2 ） “ Intercession des saints ”, Vauchez, André （ dir. ）. Dictionnaire encyclopédique du Moyen Age. 
Vol.1, p.780; “ Intercession ”, Downey, Michael （ ed. ）. The New Dictionary of Catholic 
Spirituality. Collegeville, Minnesota, 1993, pp.543－544.
 3 ） 例として、『ベリー公のいとも美しき聖母時祷書』 Très Belles Heures de Notre Dame du duc 
de Berry は著名である。ベスフルグ・ケーニヒ 2002 の他、 本稿 pp.58-59 参照。他に何らか
の理由で分割された写本に『シモン・ド・ヴァリー時祷書』（ Marrow & Avril 1994 ）、 V&A, 
ms.MSL/1981/39; V&A, ms.MSL/1921/1723（ Watson 2011 ）等がある。
 4 ） 最近出版された論文集 Hindman, Marrow 2013 参照。
 5 ） Calkins 1981; Farquhar 1987; Gifford 1987; Ainsworth 2003; Reynolds 2005 など。
 6 ） Calkins 1976; Farquhar 1996.
 7 ） Orth 1980.
 8 ） As－Vijvers 2013. また写本学的アプローチとして Korteweg 2006 参照。











10 ） Smith 1999; 先行研究は、Smith 2003, p.6, n.1 を参照。Sand 2005; Stocks 2013.
11 ） Ringbom 1969; Caviness 1993; Holladay 1994; Legaré1998; Schmitt 2000; Randall 2006; 
Barratt 2008.
12 ） この写本の先行研究は、 大英図書館のウェブ・ページを参照。http://www.bl.uk/catalogues/
illuminatedmanuscripts/record.asp?MSID=8486&CollID=28&NStart=1070［2013 年 11 月 20 日閲覧］
13 ） Dückers, Priem 2009. この時祷書に関する先行研究は、 モーガン・ライブラリのウェブ・サイ
トを参照。http://corsair.morganlibrary.org/msdescr/BBM0917z.pdf および http://corsair.morg 




ニュ公ピエール 2 世の時祷書』f.146v の挿絵に、星を散らした外套を着た聖ドミニクスが描か
れている。
15 ） ジャン・ル・タヴェルニエについては、Avril, 1999; Bousmanne, Delcourt 2011 参照。
16 ） Durrieu 1910, 1911; Picard 1911; De Winter 1985.
17 ） こ の 写 本 に つ い て は、 Manzari 2006 な ら び に オ ン ラ イ ン ・ デー タ ベー ス Initiale の
“ Bibliographie ” 参 照。http://initiale.irht.cnrs.fr/ouvrages/ouvrages.php?id=－1&bloc_recherc 
he_ouvrage=none&bloc_resultats_ouvrage=block&page=1&resetForm=0&imageInd=－
1&codexId=－1&idMedium=［ 2013 年 11 月 21 日閲覧］
18 ） この写本については、 Kentucky Digital Library “ MS LAT KY VIII ” 参照。http://kdl.kyvl.org/
catalog/xt7vmc8rct2t_1［ 2013 年 11 月 21 日閲覧］
19 ） Seanger 1989, pp.98－106.
20 ） Leroquais 1927, pp. 268－270, no.134.
21 ） 先行研究は、Watson, 2011, I,p.401 を参照。
22 ） Seanger 1989, pp.155－157.
23 ） この図像の成立に典礼文を含む種々のテクストがどのように関与したのか、については詳しく
検討する必要がある。
24 ） Espagnol, 2007; Ramón Marques, 2007, pp. 36, 98－108.
25 ） 『エマーソン・ホワイト時祷書』と同一のテクストを有する『ハス時祷書』（大英図書館、
ms.Add.38126 ）については未調査である。Kren et McKendrick, 2003, pp.174－176, no.33.
26 ） Kren, McKendrick, 2003, pp.385－387, no.114; Marrow 2005, pp.27－33.
27 ） モー ガ ン・ラ イ ブ ラ リ、 ウェ ブ・サ イ ト 参 照：http://corsair.morganlibrary.org/msdescr/
BBM0454a.pdf［ 2013 年 11 月 21 日閲覧］
28 ） モー ガ ン・ラ イ ブ ラ リ、 ウェ ブ・サ イ ト 参 照：http://corsair.morganlibrary.org/msdescr/
BBM0893a.pdf［ 2013 年 11 月 21 日閲覧］また、Minardi 2004。
29 ） 《三連画：聖トマス・アクィナス、 聖母半身像、 聖パウロ》、 J. ポール・ゲティ美術館。また
Schmidt 2005 参照。
30 ） 例として、シモーネ・マルティーニ《ピサ祭壇画・プレデッラ》（ 1319 年）。
31 ） アンドレア・ダ・フィレンツェ《聖トマス・アクィナスの勝利》サンタ・マリア・ノヴェッラ






33 ） 作例：スルバラン《聖トマス・アクィナスの称揚》（セビリャ美術館）。S. リッチ《聖トマス・
アクィナスと聖ペトルスを伴う教皇ピウス 5 世》（ヴェネツィア、 サンタ・マリア・デル・ロ
サリオ聖堂）。
34 ） “ Domine, non nisi te. ”
35 ） Forgeais 1862－66; Köster 1983; Bruna 2006、特に第 7 章参照（ pp.145－154 ）。
36 ） Spencer 1998.
37 ） Kühne, Lambacher, Vanja 2008.
38 ） Van Beuningen, Koldeweij 1993, 2011, 2013; Dengis 2008; Koldeweij, J. 2008; Tixador 2004.
39 ） 近いものとして、 パリ、 国立中世（クリュニー）美術館、 Cluny cl.4642、 cl.4654、 ニューヨ
















54 ） Koldeweij, A.M. 1991; Rudy 2011.
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6． 同上、『アラゴン王フレデリコ 3 世の時祷書』 ms.lat.10532、 トゥール、 1501 年－1504 年。
P.365: 《書物を持つ聖トマス ･ アクィナス立像》（ジャン・ブルディション）
7． 同上、『ローマ使用式時祷書』ms.lat.13266、フランス。F.149v: 《聖トマス ･ アクィナス》（画
家不明）
8． ブリュッセル、ベルギー王立図書館、ms.9484（ anc.716 ）、『パリ使用式時祷書』、パリ、1410
年－1420 年頃。Ff.49－56:「聖人請願」〈シャンピ・イニシャル〉
9． 同上、『ルネ王の時祷書』ms.Egerton 1070、パリ、1410 年頃。F.88v:《書物を持つ聖トマス





『ルネ王の時祷書（パリ使用式）』大英図書館、ms.Egerton 1070、パリ、1410－1420（図 1 ）。
交唱” Similabo eum viro sapienti qui edificavit domum suam super petram. ”; 先唱” Justum 
deduxit Dominus per vias rectas ”; 答唱” Et ostendit illi regnum Dei.”；祈願” adesto domine 
partibus nostris quas in sancti Thome dAquini confessoris tui solempnitate deferimus ut 
qui nostre justitie fiduciam non habemus ejus qui tibi placuit meritis precibus adivuem. ”
『グーイの時祷書（パリ使用式）』フランス国立図書館、ms.lat.921、パリ、1450 年代。
交唱 “ O Thoma laus et gloria predicatorum ordinis, nos transfer ad celestia professor sacre 
numinis ”；先唱 “ Ora pro nobis beate Thomas. ”；答唱 “ Ut digni efficiannur promissionibus 
christi, Oremus.”；祈願 “Deus qui ecclesiam tuam beati Thome confessoris tui mira eruditione 
clarificas, et sancta operatione fecundas. Da nobis quesumus, ut que docuit intellecta 
conspiracem et que egis mutatione complere. Par Christum Dominum nostrum. Amen. ”
『フィリップ善良公の時祷書（パリ使用式）』ゲント＝ブリュージュ（テクスト）、ハーグ、王立図
書館、ms.76.F.2、1454 年頃（図 4 ）。
O Thoma laus et gloria predicatorum ordinis; 先唱 “ Declaratio sermonum tuorum illuminat ”; 
答唱” Et intellictum dat paruiisis ”; 祈願 “ Deus qui ecclesiam tuam miri beati Thome …”
『カトリーナ・ファン・クレーフェの時祷書（ユトレヒト使用式）』モーガン・ライブラリ、
ms.M.917/945、ユトレヒト、1440 年代（図 2 ）。
Collaudetur Christus rex glorie …”; 先唱 “Non est inventus illi; qui conservaret legem exelsi.”; 集
会祈願 “ Deus qui ecclesiam tuam mira beati Thome confessor …”
『ブルターニュ公ピエール 2 世の時祷書（ナント使用式）』フランス国立図書館、ms.lat.1159, 1455
－1457 年頃。
交唱 “Scandit doctor tuus celestium orbis doctor suv? dux fidelium norma limes sev morum 
bas omnium virtutum ad in te bravium. ”；先唱 “ Ora pro nobis beate Thoma. ”；答唱 “ Ut 
signum efficiamur promissionibus Christi.”；祈願 “Deus qui ecclesiam tuam mira beati Thome 
conffessoris tui eruditione clarificas et sancta operatione fecunda da nobis quesumus et 
que docuit intellecta conspicere et que extit in nutatione complere Per Christum 












交唱 “Felix Thomas doctor ecclesie lumen mundi splendor Ytaile cadens virgo flore mundicie 
bina gaudet corona glorie. ”；先唱 “ Ora pro nobis beate Thoma. ”；答唱 “ Ut dignum. “；祈
願 “ Meus（ sic. ） qui ecclesiam tuam mirabilem Thome confessoris tui erudicione clarificas 
et sancta operatione fecundas. Da nobis ut que docuit intellectu cospicere et que egit 
imitacione complere. Per Christum. ”
『ルイ・ド・サヴォワの時祷書（ローマ使用式）』同上、ms.lat.9473, 15 世紀中葉または後半（図
3 ）。
交 唱 “ Hic vir dispiciens mundum, terrana triumphans divitas cello condidit ore et manu. ”; 
先唱 “ Justum deduxit Dominus per vias rectas ”; 答唱 “ Et ostendit illi regnum Dei. ”；先唱
“ Domine exaudi orationem meam. ”; 答唱 “ Et clamor meus ad te veniat. ”
『アラゴン王フレデリック 3 世の時祷書（ドミニコ会使用式）』　同上、 ms.lat.10532, 1500－1505
年頃（図 5 ）。
聖トマス・アクィナス祭の交唱 “ Thomas laus et gloria praedicatorum ordinis: nos transfer 
ad celestia.. .”; 先唱 “Rigans montem de superioribus suis.”; 答唱 “De fructu operum tuorum 
satiabitur terra. ”; 祈願 “ Da nobis quesumus Domini beati Thome confessoris tui …”
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1.  アヴィニョン市立図書館、『アヴィニョン教皇クレメンス 7 世の祈祷書』、ms.6733、アヴィ
ニョン、 1378－1383 年頃。F.6：彩飾頭文字 C 《祈る聖トマス・アクィナス》（ジャン・ド・
トゥルーズ）（図 7 ）
赤色標題：“ Sequuntur orationem fecit beatus Thomas de Aquino ad Deum. ”
2. ニューヨーク、モーガン・ライブラリ、『チェチリア・ゴンツァーガの時祷書』、ms.M.454 、
イタリア北部（ミラノか）、1470 年頃。 F.129：彩飾頭文字 C《星をちりばめた青色背地に側
面観の聖トマス ･ アクィナス胸像》（ミラノ様式の第 2 の画家）（図 18 ）
赤色標題：“ Oratio beati Thome de Aquino Ordinis predicatorum. ”
3.  同上、『ウォリック公ヘンリ・オヴ・ボーシャンの詩篇・時祷書』、ms.M.893、 後補部分フェ
ッラーラ、 1482 年頃。F.236：《聖堂の雛形と書物を持つ聖トマス ･ アクィナス立像》（トン
マーソ・ダ・モーデナ）（図 19 ）
赤色標題：“ Oratio beati Thome de Aquino ordinis predicat［ orum ］. ”
4.  ハーグ、 オランダ王立図書館、『フィリップ善良公の時祷書』、 ms.76 F 2、 オーデナルド、
1454 年頃。F.17：彩飾頭文字 C《キリストの洗礼》（ジャン・ル＝タヴェルニエ）（図 14 ）
赤色標題：“ Cy commence une tres devote oraison que saint Thomas dAquin disoit. ”
［ cf. “ Blader door Getijdenboek Philips van Bourgondië”
http://www.kb.nl/bladerboek/bourgondie/browse/book.html ］
5.  パリ、フランス国立図書館、『ブルターニュ公ピエール 2 世の時祷書』、ms.lat.1159、ナント、
15 世紀。F.27：《祈祷台に跪き、神を見上げて祈るピエール 2 世》（ナントのベッドフォード
様式の画家）（図 12 ）
赤色標題：［なし］
6.  同上、 『ベリー公の小さき時祷書』、ms.lat.18014、1390 年代。F.117v：《聖トマス ･ アクィナ
スに促され、神に祈祷するベリー公ジャン》（偽ジャクマール）（図 6 ）
赤色標題（ f.117 ）：“ Oratio doctoris egregii sancti Thome de Aquino. ”
7.  プラハ、国立図書館『ローマ使用式時祷書』、ms. XXII.G.89、フランス、1470 年頃。F.120：
彩飾頭文字 C《父なる神》（ジャン・ロラン 2 世の画家様式）（図 13 ）

















赤色標題：“ Oratio beati Thome de Aquino. ”
9.  ロンドン、大英図書館、『アラゴン王アルフォンソ 5 世の時祷書』、ms.Add 28962、アラゴン
王国（バレンシア？）、1436－1443 年頃。F.36：《跪いて祈る聖トマス ･ アクィナスに応答す
る磔刑像のキリスト》（レオナルド・クレスピ）（図 11 ）
赤色標題：“ Oratio sancti Thome de Aquino ordinis fratrum predicatorum. ”
10. 旧トリノ国立図書館、『トリノ時祷書』、 ms.　1440 年代か。F.73：大型挿絵《書斎の聖トマ






マリア・ヴィスコンティの祈祷書』、 ms.KY Lat.VIII、 イタリア北部（ミラノか）、 1412 年、
ff.74v sq.
赤色標題：“ Oratio. ”
（ボルティモア W323 写本の画家）（図 9 ）
12.  サン＝マリノ、ハンティントン図書館、『ローマ使用式時祷書』、ms.H.1104、フランス、15
世紀。Ff.203－236 の一部。
赤色標題：“ Sancti Thome de Aquino oratio. ”
［ Dutschke and Rouse, 1989, vol.2, pp.417－421 ］
13.  同上、『ラングル使用式時祷書』、ms.1169、トゥール、15 世紀末。
赤色標題：“ Oratio sancti Thome de Aquino. ”




赤色標題：“ Oratio sancti Thome de Aquino que sequitur devote dicenda. ”
［ Saenger 1986, pp.98－106, esp.99 ］




赤色標題：“ Oratio ad crucifixum dovotissa et utilis. ”
［ Saenger 1986, pp.150－55, esp.p.152 ］
16. 同上、『アンヌ・ド・ブルターニュの時祷書』、ms.83、フィレンツェ、1499 年以後、ff.31－
33v
赤色標題： “ Oratio sancti Thome de Aquino qua singulis diebus genibus flexis crucifixum 
orabat. ”
［ Saenger 1986, pp.153－57, esp.155 ］
17.  パリ、 サント＝ジュヌヴィエーヴ図書館、『女性信徒のためのラテン語・フランス語祈祷文
集』、ms.2737/2、パリ、14 世紀、ff.149 sq.
赤色標題：“ C'est l'oroison saint Thomas d'Aquin".
18.  同上、『祈祷文・教化論集』、ms.2752/36、フランス、14 世紀、ff.85v sq.
赤色標題：“ Oratio S.Thome de Aquino. ”
19.  パリ、フランス国立図書館、『オルレアン公シャルルの祈祷文集』、ms.lat.1196、イギリス（ロ
ンドンか）、1415－1445、ff.84v sq.
赤色標題：“ Alia oratio. ”
（ヘルマン・シェーレ様式）
20.  同上、『祈祷文集』、ms.lat.1419、制作地不明、15 世紀、ff.20v sq.
赤色標題：［なし］
21.  同上、『リモージュ使用式時祷書』、ms.lat.1425、フランス南西部か、1449 年、ff.174v－176
赤色標題：” Sanctus Thomas de Aquino dicebat ante crucifixum. Oratio. ”
22.  同上、ハインリヒ・ゾイゼ『黙想・祈祷文集』、ms.lat.3606、制作地不明、ff.131v－132
赤色標題：［不明］
23.  フランクフルト大学図書館、『ドミニコ会使用式祈祷書』、 ms.Praed.183、 フランクフルト、
1511 年、ff.124sq.
赤色標題：“ Oratio bona sancti Thome ”
［ Köttelwesch 1968, p.409 ］
24.  フリブール州立大学図書館、『祈祷書』、ms.L 322、スイス西部、ff.2v－3v
赤色標題："Tercia oratio eiusdem quasi perfectorum"
25.  ブリュッセル、 ベルギー王立図書館、『フィリップ豪胆公の祈祷書』、 ms.KBR 10392、 1370
年代、ff.212－213
赤色標題："Oratio quam fecit s（ an ）c（ tu ）s thomas de aq（ u ）ino ad deu（ m ）. ”
26.  ボルティモア、ウォルターズ・アート・ミュージアム、 『時祷書』、ms.W.215、フランドルま
たはアルトワ（リールか）、1400 年－1415 年頃、ff.17－18
赤色標題：［不明］











ms.Add.18852、 ゲント＝ブリュージュ、 1496－1506 年頃。F.156: 金彩飾頭文字 C。Ff.156－
158v：欄外余白装飾《切り花、 鳥類、 荘厳のキリスト像を含む巡礼バッジ》（グリマーニ聖
務日課書ダビデ伝の画家工房）（図 16、17 ）
赤色標題：“ Devota oratio ad Christum que composivit beatus Thomas de Aquino, et sequitur.”
28. ロンドン、 ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館、『サルティング（マルミヨン）時祷
書』、ms. MSL/1910/2384（ Salting 1221 ）、ブリュージュ・ヴァランィエンヌ、1470 年－1475
年頃、ff.246－249
赤色標題：“ Oratio de Sancto Thoma. ”




【附録 II－b 】伝トマス・アクィナス作祈祷文 “ Concede michi ”
ラテン語原文
 Concede michi misericors Deus que tibi placita sunt ardenter concupiscere, prudenter 
inuestigare, ueraciter agnoscere et perfecte implere. Ad laudem et gloriam nominis tui ordina 
statum meum, et quod a me requiris tribue ut sciam, et da exequi ut oportet et expedit anime 
mee. Via mea, Domine, ad te tuta sit, recta et consummata, non deficiens inter prospera et 
aduersa, ut in prosperis tibi gratiam referam et in aduersis seruem patientiam, ut in illis non 
extollar et in istis non deprimar; de nullo gaudeam nisi quod promoueat me apud te, nec de 
aliquo doleam nisi quod abducat me a te; nulli placere appetam uel displicere timeam nisi te. 
Vilescant michi omnia transitoria propter te, et cara sint michi omnia tua et tu Deus super 
quam omnia. Tedeat me omnis gaudii quod est sine te, nec cupiam aliquid quod est extra te. 
Delecte me labor qui est pro te, et tediosa sit michi omnis quies que non est in te. Frequenter 
da me cor meum ad te dirigere, et defectionem meam cum emendationis proposito dolendo 
pensare. Fac me, Deus meus, humilem sine fictione, ylarem sine dissolutione, tristem sine 
deiectione, maturum sine grauiture, agilem sine leuitate, ueracem sine duplicitate, te timentem 
sine desperatione, sperentem sine presumptione, proximum corrigere sine simulatione, ipsum 
edificare uerbo et exemplo sine elatione, obedientem sine contradictione, patientem sine 
murmuratione. Da michi, dulcissime Deus, cor peruigil quod nulla abducat a te curiosa 
cogitatio; da nobile quod nulla deorsum trahat indigna affectio; da inuictum quod nulla fatiget 
tribulatio; et da rectum quod nulla obliquet sinistra intentio. Largire michi, Domine Deus meus, 
intellectum te cognoscentem, diligentiam te querentem, sapientiam te inuenientem, 
conuersationem tibi placentem, perseuerantiam te fideliter expectantem, et fiduciam te 
finaliter amplectentem; tuis penis configi per penitentiam, tuis beneficiis uti in uia per gratiam, 

































図 9． 《金彩装飾頭文字 C 》、 ケンタッキー州
立大学、 特別コレクション中世写本部































図 13． ジャン・ロラン 2 世の画家（様式）《父
なる神》プラハ、国立図書館
図 12． 《礼拝堂で祈るブルターニュ公ピエ









モー ガ ン・ラ イ ブ ラ リ、 ms.M.454, 
f.129.
図 19． トンマーソ・ダ・モーデナ《書物と
聖堂の雛型を持つ聖トマス・アクィ
ナス》、 モーガン・ライブラリ、 ms.
M.893, f.236.
